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埼玉県では、今後、人口減少が進み、７５歳以上の後期高齢者の人口は全国で最

も早いスピードで増加することが見込まれています。 

北部地域（熊谷市、本庄市、深谷市、美里町、神川町、上里町、寄居町）は、特に

人口の減少が早く、本県全体の減少率の２倍以上と推計されており、２０代の転出

超過数も多い状況です。 

私たちを取り巻く環境は変化を続けており、円安の進行やエネルギー価格・物価

高騰の長期化への対応など足元の課題への対応だけでなく、人口減少にあっても生

産性を向上させることで１０年後、２０年後も持続的に成長する未来志向の施策展

開が求められています。企業においては、ＡＩ技術や情報通信技術（ＩＣＴ）を活

用したＤＸの推進や新たな事業の創出などが必要となっています。 

埼玉県は、こうした課題に対応しつつ、北部地域の産業振興を図っていくため、

北部地域振興交流拠点の設置を検討しています。本年度は産業振興施設等を検討す

るため、「北部地域産業振興施設等検討委員会」を設置しました。 

本検討委員会では、計４回にわたる会議を開催し、昨年度「北部地域産業振興機

能検討委員会」が提言した産業振興機能の基本コンセプト等を踏まえ、北部地域振

興交流拠点に必要な産業振興施設及び実施する産業振興施策について各委員から専

門性を生かした意見を集め、議論を重ねてまいりました。 

本検討委員会の提言が、北部地域の産業振興や地域活性化、ひいては県全体の産

業振興につながっていく指針となることを願っております。 

 

 

令和６年３月１３日 

北部地域産業振興施設等検討委員会 

委員長 山本 聡 
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１ 北部地域産業振興施設等検討委員会での検討について 

 昨年度設置された「北部地域産業振興機能検討委員会（以下、「Ｒ４検討委員会」という。）」

では、本県及び北部地域の現状や課題等を整理し、事業者及び商工団体など北部地域振興交

流拠点（以下、「北部拠点」という。）の関係者へのニーズ調査結果を踏まえ、北部拠点に求

められる産業振興機能のニーズを明らかにしました。また、基本コンセプトを「多彩な『つ

ながり』を生み、持続可能な未来を拓く産業拠点～チャレンジの種が芽吹き、実を結び、社

会を彩る～」とし、導入すべき４つの産業振興機能（創業支援機能、人材育成機能、研究開

発・経営支援機能、交流促進・情報発信機能）等を提言しました。 

 今回、「北部地域産業振興施設等検討委員会（以下、「本検討委員会」という。）」における

検討にあたっては、Ｒ４検討委員会の提言で示された北部拠点に求められる各機能の考え方

をもとに、具体的な施設や施策のニーズ等を把握する定量的なアンケート等を実施し、その

概観を把握しました。統計的な観点のみに留まらぬよう、県内の大学や産業振興施設の運営

に携わる事業者に北部拠点との連携の可能性や事業運営上の工夫等についてヒアリングを行

い、定量的な調査結果と合わせ検討を進めました。その上で、北部拠点に設置する産業振興

施設及び実施する産業振興施策並びにモデルプラン等を提言するものです。 

 ※詳細は P15 資料①「北部拠点における産業振興機能の基本コンセプト・導入すべき機能」、

P16 資料②「【参考】モデルプランイメージ」参照 

 

  【令和５年度の提言までの流れ】  
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２ ニーズ調査の結果 

(1) ニーズ調査の概要 

 県では、今年度、北部拠点に導入すべき機能について、具体的に設置する施設や実施

を期待する施策を検討するため、ニーズ調査としてアンケート調査及びヒアリング調査

を実施しました。 

 アンケート調査は、Ｒ４検討委員会で提示された導入すべき４機能に相乗効果が期待

できるその他の複合機能を加えた５機能について、事業者、商工団体等、県内の大学、

産業振興施設の運営等に携わる事業者、行政（県・熊谷市）を対象に実施しました。 

 ヒアリング調査は、大学や運営事業者に対して、施設や施策の検討の参考となるポイ

ントなどを把握することを目的に実施しました。 

 本検討委員会では、これらの調査結果等を参考として具体的な施設や施策のニーズ等

の把握を行いました。 
 

(2) アンケート調査の結果 

  ※詳細は P17 資料③「アンケート調査結果」参照 

ア 創業支援機能 

 施設では交流スペースや創業・起業等の相談室、チャレンジショップ、チャレンジ

キッチンなど、施策では商談会や販売会など交流イベントの開催や広報・ＰＲの場や

機会の提供などが求められています。 
 

イ 人材育成機能 

 施設ではセミナー室等や地域産業の担い手育成支援施設、仕事や学習等で使えるフ

リースペースなど、施策では企業と人材・学生などのマッチングや専門人材の紹介支

援、在職者向けリスキリング機会の提供、各種セミナー等の開催、リカレント教育な

どが求められています。 
 

ウ 研究開発・経営支援機能 

 施設では公的機関による相談・支援窓口や農産物加工室など、施策では経営支援や

新製品・商品を発表・販売できる機会の提供、専門家派遣、企業等からの試験研究依

頼対応などが求められています。 
 

エ 交流促進・情報発信機能 

 施設ではコンベンションホールや展示・ギャラリースペース、情報発信スペース、

交流サロンなど、施策では交流機会の提供や広報支援などが求められています。 
 

オ その他の複合機能 

 施設では産業支援機関や公共施設（県・市）、市民活動スペース、飲食施設など、施

策では県、国、市などが連携したワンストップ手続・相談が可能な公共サービスの提

供などが求められています。  
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(3) ヒアリング調査等の結果 

ア 着目すべきポイント 

 施設・施策の効果的な取組方法としては、行政機関や支援機関などワンストップで

相談や対応ができる場所とすることや、コンシェルジュ機能を持つコーディネータを

配置することなどの意見がありました。 

 また、コワーキングスペースの有用性やビジネスコンテストの開催などを効果的と

捉える意見、スポーツなどの産業との連携が重要であるといった意見がありました。 

 北部拠点が整備される前段階から人脈形成やコミュニティづくりを促進する活動が

重要であるとの興味深い意見がありました。 

 ※詳細は P18 資料④「ヒアリング調査等における着目すべきコメント」参照 
 

イ その他の参考となるポイント 

 北部拠点を特徴的な施設とすることや地域の中で差別化が図られる特色のある施設

とする意見が多数ありました。また、周辺施設との棲み分けだけでなく、機能面での

連携が重要であることも示唆されています。 

 運営上の工夫としては、施設の可変性を高めることで未来志向の柔軟な利用を可能

にする施設とすること、地域の人材を施設運営スタッフに登用すること、大学や高校、

学生と連携したイベントづくりなどが人脈形成やコミュニティづくりに効果的な施策

であるなどの意見がありました。 
 

(4) ニーズ調査から導く施設・施策 

 本検討委員会では、これらの調査結果を参考として施設や施策を検討する上で押さえ

るべきポイントを確認しました。 

 また、足元の課題に対する施策展開だけでなく、持続的な成長に寄与するような施設・

施策とすることが重要と考え、「未来志向（先進性）」「北部特色（差別化）」「人による活

性化」といった点を意識して整理を行いました。 

 その上で、アンケート調査及びヒアリング調査等の結果を関連づけて整理し、北部拠

点に設置が必要な産業振興施設及び実施する産業振興施策を導き出しました。 

 ※詳細は P19 資料⑤「アンケート調査・ヒアリング調査等から導出した個別施設」、

P20 資料⑥「アンケート調査・ヒアリング調査等から導出した個別施策」参照 
 

３ 提言 
 これまでの検討内容を踏まえ、北部拠点に設置する産業振興施設及び実施する産業振興施

策について、以下のとおり提言します。 
 

(1) 設置する施設及び実施する施策 

 基本コンセプト等をもとに、北部拠点に導入すべき産業振興の機能を最大限発揮する

ため、導き出した個別の施設及び施策を更に類型化するとともに、これらの結びつき、

期待される効果を整理した全体像は次のとおりです。  
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  【全 体 像】  
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(2) 施設・施策の概要 

 産業振興の支援に資するニーズの高い基本的な施設を中心に、食や農業、観光、スポ

ーツなど北部地域の特色を生かせる施設を加え、施設全体を構成しました。 

 施設ごとに実施する施策と期待される効果を具体化したものは次のとおりです。 
 

ア 交流促進・情報発信施設 

 企業や起業家、学生などが利用できる「コワーキングスペース」「交流スペース」

を設置し、地域の交流の拠点にする。施設にはインキュベーションマネージャーだ

けでなく、起業家同士の交流を促したりイベントを企画したりするコミュニティマ

ネージャーなどの専門スタッフを配置し、交流の活性化を促す。 
 

期待される効果 
 恒常的な人の交流 

 人・企業・地域のコミュニケーションの活性化 
 

 「コンベンションホール」では、北部地域だけでなく北部地域外の企業等との交

流を促す大規模な商談会やビジネスコンテストを開催する。企業と学生の合同面接

会など様々な用途に利用する。産業振興につながる異業種交流イベントを通じたマ

ッチング支援を行う。観光やスポーツイベントなどを開催し、地域の賑わい創出に

も寄与する。 
 

期待される効果 

 人・企業・地域のコミュニケーションの活性化 

 地域経済を支える担い手の発掘 

 異業種と連携した産業振興・地域活性化 
 

 「広報支援施設」では、新商品や新サービスをＰＲする機会や場所を提供するな

ど企業等の広報活動を支援する。 
 

期待される効果 
 人・企業・地域のコミュニケーションの活性化 

 意欲ある人や企業の挑戦を後押し 
 

 北部拠点の設置に先立ち、行政や支援機関、大学や企業などが結びつくネットワ

ークを構築し、ＷＥＢを通じた情報提供や交流会などの支援活動を行うことで、北

部拠点完成後の産業支援を円滑に進められるようにする。 
 

期待される効果  人・企業・地域のコミュニケーションの活性化 

 

イ トライ施設 

 意欲のある人や企業が商品を発表・販売できる機会を提供するため、「トライショ

ップ（＝チャレンジショップ）」「トライキッチン（＝チャレンジキッチン）」を設置

する。起業家は販売の実践的な場として、企業はマーケティング等の場として活用

し、起業のきっかけ、競争力の強化などにつなげる。 
 

期待される効果  意欲ある人や企業の挑戦を後押し 
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 起業家や企業が新商品等の開発に取り組める「試作・加工室」を設置する。施設

では、設置した試験研究設備の操作・指導サービスが受けられる環境が整うことで、

サーキュラーエコノミー等の新しい取組や食品製造業と農業の６次産業化など北部

地域の特色を生かした新しい事業の立ち上げに寄与する。 
 

期待される効果 
 意欲ある人や企業の挑戦を後押し 

 新産業の創出 
 

  「貸しオフィス」「貸し研究室」を設置し、起業家の事業立ち上げに利用できる事

務所や、企業の商品開発に利用できる研究室、連携により産業振興が期待できる分

野（農業、観光、スポーツなど）の事業者の事務所等として活用する。 
 

期待される効果 

 恒常的な人の交流 

 人・企業・地域のコミュニケーションの活性化 

 意欲ある人や企業の挑戦を後押し 

 異業種と連携した産業振興・地域活性化 

 産学連携による地域活性化 
 

 ビジネスに活用できる企業の情報や、事業の参考になるアイデアやノウハウ等を

得ることができる「商用データベース室」を設置する。 
 

期待される効果  意欲ある人や企業の挑戦を後押し 
 

ウ 伴走支援施設 

  起業家・企業の各成長段階での様々な支援ニーズに応じた伴走支援を提供する。 

  具体的には､創業や起業を含めた「経営相談・支援室」での経営・事業計画・マー

ケティングやテレワークの推進、組織のＤＸ化等の経営全般に係る支援、「技術相

談・支援室」での研究開発に必要な技術指導や製品開発でのデジタル技術の活用な

どの支援を行うほか、企業のニーズに合わせた専門人材の派遣を実施することで、

企業の様々な課題に対応した伴走支援を実施する。 
 

 公的機関や産業支援機関など企業を「支援連携できる機関」を設置し、企業の課

題解決に向けて、ワンストップで相談対応などの支援サービスを提供する。 
 

期待される効果  ワンストップで支援し、企業の事業活動・経営力を強化 

 

エ 異業種連携施設 

 農業の６次産業化を支援するため、農業関連の事業者などと連携し、地場の農家

と起業家・企業などとのマッチングを支援する。 
 

 観光関連の機関などが連携し、地域の魅力、地場産業や観光情報など北部地域の

認知度向上・地域ブランディングの推進を後押しする。 
 

 プロスポーツチームの事務所を誘致したり、スポーツ大会を開催したりするなど、
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スポーツ産業の振興と地域活性化に資する取組を実施する。 
 

期待される効果  異業種と連携した産業振興・地域活性化 

 

オ 多目的利用施設 

  「セミナー室等」「訓練・体験室」は、企業の担当者向けの「ＤＸ」「サーキュラ

ーエコノミー」「アグリテック」等の先進的な取組に関する研修、在職者や若者・女

性・シニア向けの各種セミナー、リカレント教育、伝統産業などの訓練・体験の場

として活用し、企業の競争力強化や人材開発を支援する。また、学生のインターン

シップや企業の合同説明会などを開催し、企業と学生のマッチング支援にも活用す

る。 
 

  「大学等のサテライト拠点」として講義室や研究用の実験室に活用する。学生の

講義利用だけでなく、地域の大学と連携し、学生と企業の交流にも活用してもらう。

また、社会人大学などの場としても活用を促し、地域人材の能力開発に資する取組

を実施する。このほか、大学と企業との共同研究などを実施し、産学官の連携を推

進することで北部地域発の商品やサービス開発を支援する。 
 

期待される効果 

 意欲ある人や企業の挑戦を後押し 

 地域経済を支える担い手の発掘、育成を後押し 

 産学連携による地域活性化 
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(3) 施設の利用例（利用者像と具体的な利用イメージ） 

 北部拠点では、個々の事業者の経営課題に対する支援を提供することに加えて、拠点

設置前に大学・企業等のネットワークを構築し、ＷＥＢでの情報提供や支援を進めるこ

とで、拠点完成後における円滑な支援の推進を想定しています。 

 また、新たに構築するネットワークやコンベンションホール等を活用した商談会など

を通じ、地域事業や異なる業種の利用者同士の交流が生まれることで更なる地域産業の

活性化を期待しています。 

 これらを踏まえ、北部拠点に設置する産業振興施設を利用者が具体的に活用する例を

次のように作成しました。 
 

 

 

 

 

 

 

  【北部拠点の利用イメージ】  
  

【利用者像（３例）】 

 ア 地元農産物を活用する起業家（Ａさん） 

 イ 新ブランド立ち上げを模索する食品加工業の経営者（Ｂさん） 

 ウ 北部地域の事業者と連携を深めたいプロスポーツチームの関係者（Ｃさん） 

 

北
部
拠
点 

北部拠点のネットワーク 

北部地域内の事業者等 北部地域外の事業者等

商談会等 
 
 

 

 

個
別
利
用 

共
同
利
用 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

イ 食品加工業 
   経営者 
 

ウ プロ

個々の経営課題解決 

異業種交流の促進 
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ア 地元農産物を活用する起業家（Ａさん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

利 

用 

メールで北部拠点にアプローチ 

北部拠点のネットワーク加入 

貸しオフィスに入居 

農産物加工室を利用 

トライキッチンで試験販売 

コンベンションホールで 
開催される商談会に参加 

「渋沢栄一起業家サロン 
(仮称)＊」でも活動 

継続利用 

共
同
利
用 
個
別
利
用 

利用前 

ＳＮＳで北部拠点の情報入手 ● 自宅の近くに北部拠点があることを  
ＳＮＳで知り、相談するためにメールを送
付したところ、北部拠点のネットワークへの
加入を勧められた。 

● ネットワークのオンライン異業種交流会
に参加し人脈もでき、相談によって起業
への不安が解消したＡさんは、北部拠点
の貸しオフィスに入居した。 

● 日頃から他の入居者と交流し得られた
アイデアをもとに事業戦略を練り、農産物
加工室で商品開発に取り組むとともに、
トライキッチンで試験販売を実施すること
で手応えを感じた。 

● その後、コンベンションホールで開催され
た商談会に参加し、他の事業者と幅広く
つながることで持続的な食材入手や販路
の開拓に成功し、開業することとなった。 

● 将来的には「渋沢栄一起業家サロン
(仮称)」にも参加し、北部地域以外の
事業者との連携・協業するとともに、起業
の成功例として紹介され後進の支援にも
取り組んでいく。 

 

・起業家 
・年齢 30 歳 
・県外出身 

【課 題】 
 
〇 北部地域在住のＡさんは、農家ではないが地元の新鮮で安全な農産物

が好きで、これを多くの人に広めたいと思っていた。起業をして、できれば地
元農産物を活用した商品の開発・販売や、飲食店で料理の提供をしてい
くことを希望していた。 

 
〇 ところが、県外出身のＡさんは地元の人脈が乏しく、食材の入手や販路開

拓など、様々な不安があった。 

＊渋沢栄一起業家サロン（仮称） 
   業種や規模が異なる企業や起業家などが交流する場を創ることで、連携・協業によるイノベーション創出を

支援することを目的として県が令和７年度に開設予定。 

      ■ 今後も北部拠点を積極的に活用し、新たに生じる課題等を解決する         
      ■ 多様な人材や企業との交流や連携等から更なる成長を図る 
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イ 新ブランド立ち上げを模索する食品加工業の経営者（Ｂさん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北部拠点を訪問 

北部拠点のネットワーク加入 

専門家派遣を利用 

貸し研究室で大学と共同研究 

トライショップで 
新商品のテスト販売 

コンベンションホールで 
開催される商談会に参加 

若手従業員向けの 
研修会をセミナー室で開催 

利用前 

ＷＥＢで北部拠点を認知 ● Ｂさんは近所の北部拠点で相談に乗っ
てくれることをＷＥＢで知り、訪問したとこ
ろ、北部拠点の支援策等を紹介され、ネ
ットワークへの加入を勧められた。 

● 北部拠点のアドバイスで専門家派遣を
受け、実際の商品開発に向け貸し研究
室に入居した。 

 
● 日々、他の入所者や来所者との交流

の中で、大学との接点もでき共同研究を
実施した。 

 
● 研究開発された新商品をトライショップ

で北部拠点への来訪者に向けテスト販
売し改良を重ねた。 

● その後、コンベンションホールで開催され
た商談会に参加し、北部地域内外の事
業者と具体的な取引が実現し、海外を
含め、新規市場の開拓に成功した。 

● 新たな商品によって企業の魅力が高まり、採
用者が増えた。セミナー室等を活用して、従業
員向けの研修など人材育成も行い、好循環
を作っていく。 

・食品加工業 
 経営者 
・年齢 50 歳 
・県内出身 

【課 題】 
 
〇 祖父母の代から北部地域で老舗の食品加工業を営んでいるＢさんは、現

状維持では経営が先細りとなることを憂い、海外展開を含めた新ブランドの
立上げなど新規市場開拓を模索していた。 

 
〇 しかしながら、人材不足もあり、自分を含めそのような経験、スキルのある社

員は社内におらず、商品化の実現に向け多々不安があった。 

  

利 

用 

継続利用 

共
同
利
用 
個
別
利
用 

      ■ 今後も北部拠点を積極的に活用し、新たに生じる課題等を解決する         
      ■ 多様な人材や企業との交流や連携等から更なる成長を図る 
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ウ 北部地域の事業者と連携を深めたいプロスポーツチームの関係者（Ｃさん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント会場として 
コンベンションホールを利用 

北部拠点のネットワーク加入 

交流スペースを利用 

貸しオフィスに入居 

コワーキングスペースで 
地元商店街とイベント開催 

コンベンションホールで 
開催される商談会に参加 

新たなスポーツ大会開催 

利用前 

ＷＥＢで北部拠点の施設を予約 ● ある時、北部地域のファン感謝イベント
をコンベンションホールで開催した際に、北
部拠点で様々な取組が行えることを知っ
た。 

 
● Ｃさんはチームとしてネットワークに加入

し、地域との交流に向け北部拠点を有効
活用することとした。 

●（活用例） 
  ・チームの栄養士による地元住民向けセ

ミナーを交流スペースで開催 
  ・貸しオフィスに入居し、日常的に他のス

ポーツ関連の入居者や地域の事業者
等と交流 

  ・コワーキングスペースなどで地元の商店
街と連携したイベントの実施  など 

● コンベンションホールでの商談会でＰＲ
し、チームの認知度向上、ファン層の拡
大、安定的な経営及び引退選手の雇
用につながった。 

● 将来的には他の競技との連携も視野
に、子ども向けのスポーツ教室や大会の
企画・運営を行い、スポーツによる地域
活性化に寄与すると同時に選手の育成
も進めていく。 

 

・プロスポーツ 
 チーム関係者 
・年齢 40 歳 

【課 題】 
 
〇 北部地域を拠点に活動しているプロスポーツチームＺは、世界大会の開催

など昨今のスポーツブームによって、相応の来場者数と収入を得ていた。 
 
〇 一方で、チーム関係者のCさんは、更なるファン層の拡大に向けて、また、引

退選手のセカンドキャリアの受皿として、地域とのつながりが不可欠と考えて
いたが、なかなかきっかけがなく実行に移せずにいた。 

  

利 

用 

継続利用 

共
同
利
用 
個
別
利
用 

      ■ 今後も北部拠点を積極的に活用し、新たに生じる課題等を解決する         
      ■ 多様な人材や企業との交流や連携等から更なる成長を図る 
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(4) モデルプラン 

 個別施設をもとに各施設類型に必要な施設規模を検討したところ、施設面積は全体で

６，１１０㎡になると想定しました。 

 なお、設置施設は対面利用だけでなく、オンライン対応などデジタル技術の進展に伴

うサービスの提供のあり方や、社会情勢の変化に対応する可変性を意識することが重要

です。 
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(5) 今後の検討にあたって 

 今後は、北部拠点全体の検討が進められるとともに、産業振興施設等についても更な

る検討が行われることと理解しております。 

 設置される産業振興施設については、社会情勢の変化や予算規模等により施設の構成

や規模等が今後変化していくことが想定されますが、実現可能な範囲を見定め、より効

果的な産業振興施設の設置や施策の実現に努めてもらいたいと考えています。 

 なお、北部拠点開設後は、産業振興のニーズの変化や県が取り組む施策の内容が変化

した場合でも、今回のモデルプランで示したＤＸの活用や可変性のある施設を生かし、

様々な用途に柔軟に対応していただきたいと思います。 

 

 常に北部拠点に人が集まり、人や企業、地域の交流が継続するには、事業者等のニー

ズを捉えたセミナーやイベントなどを実施するとともに、北部拠点に導入される県や市

の施設、その他の施設等とも連携し、相乗効果のある賑わいの創出が必要です。 

 加えて、子どもや学生、子育て中の人など誰でも気軽に施設を利用できるよう、安全

面での配慮や保育・託児機能を用意するなどの工夫も大切です。 

 

 今回の運営事業者等への調査の過程で得られた施設の設置や運営に関する工夫などの

見解も、施設や施策の検討にあたって参考になると考えています。 

 例えば、施設の企画段階から運営事業者に参加してもらうことや、北部拠点が完成す

る前から北部地域内外の関係者のネットワークを形成することで、施設開設後の事業効

果を高めることが可能となります。 

 また、ネットワークを活用し、ニーズが高い支援だけでなく、前例のない試みやニッ

チな技術の応用などに関しても可能な限り支援できることが望ましいと考えます。 

 

 こうした取組を進めることにより、様々な視点でのアイデアを取り込みながら、地域

の担い手の育成、機運の醸成、様々な経営課題の解決などに継続的・派生的に対応し、

今把握している社会課題等だけに対応した施設ではなく、将来にわたって県全体や北部

地域から必要とされる産業振興施設になることを期待しています。 
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［参考］北部地域産業振興施設等検討委員会について 

(1) 開催概要 

回 開催日・場所 主な議題 

第
１
回 

令和５年１０月２６日（木） 

 熊谷市役所 

１ 本検討委員会の進め方等 

２ 北部地域における産業振興施設等に関するニーズ調査

を踏まえた意見交換 

３ 現地視察 

第
２
回 

令和５年１２月２６日（火） 

 埼玉会館 

北部地域振興交流拠点に設置する産業振興施設及び実施す

る施策等に関する意見交換 

第
３
回 

令和６年 ２月２２日（木） 

 埼玉会館 

北部地域振興交流拠点に設置する産業振興施設等に関する

提言（案）の検討 

第
４
回 

令和６年 ３月１３日（水） 

 ※書面開催 

北部地域振興交流拠点に設置する産業振興施設等に関する

提言の決定 

 

(2) 委員名簿 

 氏名 所属等 

委員長 山本   聡 東洋大学 経営学部 経営学科 教授 

副委員長 伊藤  匡美 亜細亜大学 経営学部 経営学科 教授 

委員 朝倉 はるみ 淑徳大学 経営学部 観光経営学科 教授 

委員 長谷川  誠 
株式会社富士通総研 公共デジタル戦略グループ マネジング

コンサルタント 兼 公共政策研究センター 主任研究員 

委員 鳥生 真紗子 
株式会社日本経済研究所公共デザイン本部  

PPP 推進部 主任研究員 

委員 大久保 和政 熊谷商工会議所 会頭 

委員 高 柳  勤 熊谷市 総合政策部 部長 
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資料①「北部拠点における産業振興機能の基本コンセプト・導入すべき機能」（令和４年度） 
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資料②「【参考】モデルプランイメージ」（令和４年度） 
 

Aプラン Bプラン Cプラン

ベースプランに、「交流促進機能」
などを付加したプラン

Aプランに、チャレンジしたい
人や企業を後押しする機能や、

担い手育成機能を付加したプラン

Bプランに、先進事例で導入されて
いる機能で、基本コンセプトの実現
に寄与する機能を付加したプラン

①創業・起業の支援、新たな事業化の支援

②創業者・起業家のコミュニケーション促進

①地域で働き・学ぶ人の支援・育成
 （リカレントなどの学び直しを含む）

②伝統産業の技術承継や人材育成

①公的支援機関による経営支援

②研究開発・経営に関する支援

③新製品・新商品の開発支援

④他企業・異分野・異業種との連携支援
 〜オープンイノベーションの促進〜

①交流の促進

②人・企業・地域に関する情報の発信

③地域の産業の体験・学習

モデルプラン（充実させる機能）

a. 創業支援機能
  創業・起業のための
様々なニーズへの対応

b. 人材育成機能
地域の産業を支える

担い手の育成

c. 研究開発・ 経営支援機能
企業の事業活動に対する

ワンストップ支援

d. 交流促進・ 情報発信機能
人・企業・地域の

コミュニケーションを
活性化する支援

e. その他の複合機能
地域に開き、人を呼び込む

①産業支援機能と相乗効果の発揮

導入すべき機能

ベースプラン
（基本機能）

コンベンションホール

伝統産業など地域の産業に関する体験施設（子ども～大人まで）

技術・経営相談室（専門スタッフ・研究員等の配置）

コミュニティラウンジ・交流サロン（日常的な交流、ピッチイベント等イベントスペース）

情報発信スペース（デジタルサイネージ等）

展示・ギャラリースペース（地域の企業の新製品・商品の展示）

起業家向けインキュベーション施設（貸オフィス）

チャレンジショップ、シェアキッチン

創業・起業等相談室（インキュベーション・マネージャーの配置）

フリースペース（無料・自由利用：仕事、学習、ミーティング等）

コワーキングスペース・シェアオフィス（会員制＆ドロップイン）

セミナー・研修室、会議室・ミーティングルーム

起業家同士や地域と企業が交流するコミュニティ支援機能（コミュニティ・マネージャーの配置）

伝統産業の技術継承、訓練を行う施設（地場産業の担い手育成支援）

クリエイター向けインキュベーション

施設（貸オフィス）

試作加工室

農産物加工施設（6次産業化支援）

キャリア開発型シェアハウス

ものづくり体験・交流スペース

（遊びながら学び、体験）

研究開発・技術指導室（機器利用・依頼試験研究等）

リビングラボ（住民参加型の新商品・

サービスの実証研究・開発）

大学・研究機関等のサテライト拠点

ビジネス支援室（商用データベースの閲覧等）

研究開発型インキュベーション施設（貸研究室）

各機関の支援窓口

民間機能（飲食・物販、スポーツ・健康づくり関連の施設等）

観光・物産施設（展示、販売等）

地域活動等支援スペース

地産地消レストラン・カフェ

オープンスペース（屋内外の交流スペース）

地域の産業の担い手育成支援施設

最先端の研究開発機器の導入

共同研究・開発スペース

公共機能（その他の行政機能等）
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資料③「アンケート調査結果」(令和５年度調査) 
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資料④「ヒアリング調査等における着目すべきコメント」(令和５年度調査) 
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資料⑤「アンケート調査・ヒアリング調査等から導出した個別施設」(令和５年度調査) 
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資料⑥「アンケート調査・ヒアリング調査等から導出した個別施策（１／２）」(令和５年度調査) 
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資料⑥「アンケート調査・ヒアリング調査等から導出した個別施策（２／２）」(令和５年度調査) 
 

 


